
芦屋市文化振興基本計画策定に向けた現状・問題と課題の整理（イメージ） 

地域特性からの現状・問題等

強み 
強みを更に活か

して，新しいチ

ャンスをつかむ

・川・山・海など自然豊かで空気がよい 

・高級な洋菓子が目立つが，ワイン，コロッケ，また，雰囲気のよいくつろげる喫茶店が多く埋もれて

いる 

強み×機会 
強みを機会にぶ

つけて，新しい

活路を見出す

強
み

・市内には，潜在的に文化度の高い市民が多い 

・現在の生きがいとして「学習や教養を高めるための活動」が30.1％と高い 

・地域の教育力を高めるために必要だと思う取り組みで「伝統芸能や文化を子どもたちに伝えてい

く」は全体の選択肢と比べると低いもののニーズが見られる 

機
会

・地方創生：文化芸術，町並み等を地域資源として戦略的に活用し，地方創生の起爆剤に！ 

・文化芸術への公的支援を，戦略的投資と位置づけ，文化芸術振興への支援を重点化 

・『国際文化住宅都市としての総合的な文化戦略の構築と推進』や文化事業を実施するにあたって

の個人・企業等の『参画と協働』といった視点を加え，またその取組を行っていく 

強み×脅威 
強みを脅威にぶつ

けて，脅威を機会に

転換する

強
み

・現在の生きがいとして「学習や教養を高めるための活動」が30.1％と高い 

・芦屋市は，自然と住宅など街並みの調和がとれた，生活に便利なまちで，また，住民のモラルが

高く，心ここちよい，京都や神戸とは違ったよいまち 

・芦屋市の住民は，やさしさやおだやかさを兼ね備えた心を持っている 

脅
威

・人口減少社会の到来 

・地域コミュニティの衰退と文化芸術の担い手不足が指摘 

・地域の文化芸術を支える基盤の脆弱化に対する危機感が広がっている 

弱み 
弱みを克服して強

みに転換する

・「地域の行事に参加させてほしい」とういう子どもの回答は低い 

・子どもの放課後の過ごす場所も「地域の活動に参加する」は低い 

・子育て支援施策に期待すること・重要なことは，「地域における子どもの居場所の充実」が 39.2％と

最も高い 

主要課題（現時点のたたき台） 

文化芸術活動において活躍している個人・団体等

を軸とし，文化芸術各分野における国際文化交流

を推進する必要がある 

芦屋市の文化を次世代へ確実に継承できるよう，

全ての子どもや若者が，学校や地域において本物

の文化にふれ，豊かな感性や創造性，コミュニケ

ーション能力を育む必要がある 

教育・福祉など，さまざまな場面で，市民に対し

て公平かつ平等に文化を享受できる機会を充実

していく必要がある 

まちを誇りに思い，愛着が感じられるよう，芦屋

市に埋もれている文化資源を積極的に発掘し，情

報発信していく仕組みが必要 
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